
  短編 最優秀賞「黄色いコスモス」 

  長編 最優秀賞「丘の雑草たち」 

内田百閒生誕百年記念 
「岡山・吉備の国」文学賞 

入賞作品の舞台となった地域 

  短編 優秀賞「木山捷平さんと備中」 

  短編 佳作「楷の木のように」 

  短編 佳作「備中高松城水攻異聞」 

 

「
丘
」
と
私
た
ち
卒
業
生
が
呼
ぶ
岡
山
県
立
正
徳
学
院
は
、
岡
山
市
の
東
南
の
外
れ
、
平
井
の
丘
陵
地
帯
に
あ
る
。 

 

初
め
て
丘
に
登
っ
た
日
の
こ
と
を
私
は
今
で
も
、
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
。 

 

昭
和
二
十
年
五
月
の
空
襲
で
家
と
肉
親
を
失
っ
た
私
が
、
浮
浪
の
果
て
、
岡
山
に
流
れ
着
い
た
の
は
二
十
三
年
の

夏
だ
っ
た
。 
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枚 数 

(４００字詰  
原稿用紙） 

長 編 
３００～  

４００枚程度 

短 編 ５０枚以内 


